
り
長
く
お
さ
ま
た
げ
し
て
は
お
わ
る
か
ら
う
と
そ
ろ
／
＼
立
つ
。
先
生
は
い

つ

ま
こ
と
に
静
か
な
晩
餐
で
あ
る
。
こ
の
食
卓
は
先
生
が
日
本
へ
い
ら
し
た
其
営

時
か
ら
先
生
に
お
つ
か
へ
申
し
て
ゐ
た
の
だ
と
い
ふ
。
先
生
は
何
で
も
古
い
も

の
A

事
を

「
ぢ
ゞ
」
と
仰
る
の
で
こ
の
食
卓
の
事
も
「
ぢ
ゞ
テ
ー
ブ
ル
」
と
仰

る
。
此
ぢ
ゞ
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
は
先
生
の
學
生
さ
ん
逹
が
色
々
と
先
生
の
貴
い

お
話
を
伺
ひ
つ
A

し
ば
／
＼
御
ち
さ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
或
時
は
そ
の
下

で
先
生
の
可
愛
が
つ
て
い
ら
っ
し
や
る
猫
ま
で
が
小
さ
い
お
皿
へ
同
じ
御
ち
さ

う
を
分
け
て
い
た
ゞ
い
て
居
た
。
私
は
こ
の
由
緒
あ
る
食
卓
へ
先
生
と
共
に
坐

っ
た
最
後
の
者
で
あ
る
事
を
有
が
た
く
思
ふ
。
先
生
は
今
夜
は
も
う
最
終
の
東

京
の
夜
で
あ
る
か
ら
機
嫌
よ
く
し
て
ゐ
よ
と
仰
ら
れ
る
。
何
く
れ
と
か
は
る
こ

と
な
く
お
話
を
し
て
下
さ
る
の
を
と
も
す
れ
ば
一
ぱ
い
に
な
る
胸
を
お
さ
へ
て

伺
つ
て
居
る
（
十
二
日
の
横
濱
御
出
顎
が
の
び
て
ま
だ
し
ば
ら
く
お
目
に
か
か

る
事
が
出
束
や
う
と
は
其
時
誰
が
思
ひ
か
け
や
う
）
。
そ
れ
か
ら
稽
古
を
す
る

の
に
よ
い
曲
や
讀
む
の
に
よ
い
本
な
ど
を
色
々
数
へ
て
下
さ
る
。
さ
ま
人
＼
御

馳
走
を
い
た
ゞ
い
た
あ
と
、
特
に
こ

し
ら
へ
さ
せ
て
下
さ
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
、
久
保
様
が
む
い
て
下
さ
る
水
蜜
桃
を
葡
萄
酒
に
ひ
た
し
て
い
た
ゞ
い
た

こ
の
夜
は
ま
だ
少
し
お
か
た
づ
け
も
の
な
ど
が
残
っ
て
お
い
で
な
の
で
あ
ま

も
の
と
ほ
り
に
し
て
別
れ
や
う
と
仰
る
。
私
も
や
う
／
＼
ご
き
げ
ん
よ
う
と
だ

け
を
ま
を
し
上
げ
た
。
御
門
へ
ま
が
る
虞
で
ふ
り
か
へ

っ
た
ら
ば
、
お
玄
開
の

虞
に
ま
だ
見
送
っ
て

ゐ
て
下
さ
っ
た
先
生
の
お
姿
が
電
燈
の
下
に
大
き
く
に
じ

ん
で
見
え
た
。

夏
の
宵
と
は
い
へ
駿
河
豪
は
ひ
つ
そ
り
し
て
ゐ
た
。
な
っ
か

し

く
か
な
し
い
思
ひ
に
ふ
け
り
つ
A

ゆ
く
に
ふ
さ
は
し
い
夜
で
あ
っ
た
。

シ
ュ
ピ

レ
ン

或
時
先
生
が
「
此
頃
は
何
を
弾
い
て
ゐ
る
か
」
と
お
き
A

に
な
っ
た
。
私

り
し
た
。

か
い
」
と
仰
ら
れ
た
。
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は
「
私
の
は
シ
ュ
ピ

ー
レ
ン

で
な
く
ア
ル
バ
イ
テ
ン
で
御
座
い
ま
す
。

ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
の
ソ
ナ
タ
で
御
座
い
ま
す
が
」
と
い
ふ
。
先
生
は
お
笑
ひ
に
な
っ
て

「
ア
ル
バ
イ
テ
ン
な
ら
ば
ま
だ
よ
い
。

ツ
ア
ン
ケ
ン
で
な
け
れ
ば
」
と
仰
つ

た
。
な
る
ほ
ど
ピ
ア
ノ
に
喧
嘩
を
ふ
き
か
け
て
居
る
様
な
の
や
ピ
ア
ノ
と
組
打

ち
で
も
し
て
ゐ
る
様
な
の
や
ー
—
ー

一
寸
を
か
し
く
な
る
。

或
時
、
私
が
「
東
京
は
横
濱
よ
り
さ
む
い
様
で
御
座
い
ま
す
。
何
も
か
も
こ

ほ
り
ま
す
」
と
い
っ
た
ら
、
先
生
は
「
さ
う
か
い
。
そ
れ
で
は
昔
榮
も
こ
ほ
る

〔
追
記
〕
三
点
の
写
真
は
、
神
田
、
月
刊
『
本
の
街
』
の
編
集
者
中
西
隆
紀
氏
の

紹
介
で
久
保
勉
氏
の
未
亡
人
久
保
い
と
氏
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
中

西
氏
に
よ
る
ケ
ー
ベ
ル
博
士
関
係
の
詳
細
な
資
料
研
究
か
ら
は
大
変
に
負
う
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
月
刊

『
本
の
街
』

七
十
号
ー
七
十
六
号
（
昭
和
六
十
一
年
ー

六
十
二
年
）
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。

（三
）

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ユ
ン
ケ
ル

A
u
g
u
s
t
J
u
n
k
e
r
 (
一
八
七
〇
！
一
九

四
四
）

在
職
期
間
明
治
三
十
二
年
l
四
十
五
年
(
-
八
九
九
l
一
九
―
二
）

お
雇
外
国
人
教
師

担
当
科
目
管
絃
楽
、
実
技
一
般

履
歴
（
要
約
）

一
八
七

0
年
一
月
二
十
七
日
、
ド
イ
ツ
の
チ
ュ
ヒ
ェ
ン
〔
T
u
c
h
e
n

上
部
東
ド
イ
ツ
〕
で

生
れ
る。

一
八
七
六
年
、
父
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。

一
八
八

一
年
、
ケ
ル

ン
音
楽
院
に
入
学
、
ケ
ー
ニ
ゲ
オ
ー
お
よ
び
ホ
ル
ン
デ
ル
教
授
に

師
事。

一
八
八
七
年
、
ケ
ル
ン
音
楽
院
卒
業
。
在
学
中
成
績
優
秀
に
つ
き
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
大
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家
ヨ
ア
ヒ
ム
の
推
選
学
生
と
な
り
三
年
間
研
鑽
を
積
む
。
そ
の
後
ベ
ル
リ
ン

・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ケ
ル
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
首
席
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
奏
者
を

つ
と
め
、
ま
た
独
奏
者
と
し
て
活
躍
し
、
ド
イ
ツ
国
内
に
名
声
を
は
せ
た
。

了
八
九
一
年
、

ボ
ス
ト
ン
・
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー

・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
首
席
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
者
と
な
る
。

一
八
九
三
年
、
シ
カ
ゴ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
独
奏
者
に
迎
え
ら
れ
る
。

一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
二
年）
、
シ
カ
ゴ

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
辞
任
し
た
ユ
ン
ケ
ル

は

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

エ
ジ
。
フ
ト
、
イ

ン
ド
シ
ナ
を
経
て
横
浜
に
や
っ
て

き
た
。
こ
こ
で
英
国
人
が
経
営
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
商
会
に
入
り
、

音
楽
書
や
楽
譜

の
販
売
の
仕
事
を
し
な
が
ら
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
幸
田
延
の
推
駕
で

東
京
音
楽
学
校
の
雇
い
外
国
人
教
師
と
な
っ
た
。
受
持
は
管
弦
楽
、
声
楽
、
和
声

学
、
作
曲
法
、
合
唱
、
つ
ま
り
ピ
ア
ノ
を
除
き
音
楽
の
実
技
全
般
で
あ
る
。
文
部
省

へ
の
届
出
書
類
に
担
当

「
音
楽
」
と
記
入
さ
れ
て
い
た
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
身

分
は
奏
任
高
等
官
五
等
以
上
の
取
扱
い
、
月
給
は
四

0
0円
、
一
日
平
均
四
時
間
の

授
業
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
着
任
早
々
四
月
二
十
一
日
、
時
の
皇
后
陛
下
（
照
憲
皇

太
后
）
の
行
啓
に
際
し
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ

タ
イ

ン

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

・
ソ
ナ
タ
を
御
前
演
奏
し
た
。

ュ
ン
ケ
ル
の
弦
楽
合
奏
か
ら
徐
々
に
管
弦
楽

へ
と
い
う
指
導
に
よ
っ
て
、
東
京
音

楽
学
校
の
管
弦
楽
は
目
ざ
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
、
定
期
演
奏
会
に
は
必
ず
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
管
弦
楽
曲
が
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ユ
ン
ケ
ル
の
指
揮
下
に
東
京
音
楽

学
校
が
初
演
し
た
主
要
な
曲
目
は
、
バ
ッ
ハ
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ラ
ト
リ
オ
」
か
ら

〈
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
〉
。
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
交
響
曲
第
三
番
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
三

番
。
ビ
ゼ
ー
〈
カ
ル
メ
ン
〉
組
曲
、
〈
ア
ル
ル
の
女
〉
組
曲
。
プ
ラ
ー
ム
ス
〈
ド
イ

ツ
・
レ
ク
イ
エ
ム
〉。

ブ
ル
ッ
フ

〈
美
し
き
エ
レ
ン
〉
。
ケ
ル
ビ
ー
ニ
〈
レ
ク
イ
エ

ム
〉
。
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

〈
ス
ラ
ヴ
舞
曲
〉
。
グ
リ
ー
ク
〈
ペ
ー
ル

・
ギ
ュ
ン
ト
〉
組

曲
第

一
番
。
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、

交
響
曲
第
三
番
〈
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
〉
。
シ
ュ

ー

ベ
ル
ト
〈
未
完
成
交
響
曲
〉。

ヨ
ハ
ン

・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

〈
美
し
き
碧
き
ド
ナ
ウ
〉
。

ウ
ェ
ー
バ
ー
「
魔
弾
の
射
手
」
序
曲
、
「
オ
ベ
ロ
ン
」
序
曲
な
ど
。
こ
こ
に
到
達
す
る

ま
で
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
人
で
な
ん
で
も
指
導

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

ュ
ン
ケ
ル

の
思
い
出
を
、
当
時
生
徒
で
あ
っ

た
岡
野
貞

一
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。
「
楽
器
は
は
じ
め
て
や
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

私
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
同
じ
弦
楽
器
だ
か
ら
チ
ェ
ロ
を
や
れ
と

先
生
は
お
っ
し
や
っ
た
。
弾
き
方
が
わ
か
ら
な
い
と
云
っ
た
ら
、
わ
た
し
が
教
え
て

や
る
と
云

っ
て
や
っ
て
見
せ
て
く
れ
た
。
と
こ
ろ
が
ど
う
も
具
合
が
悪
い
。
先
生
も

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
や
っ
て
い
た
か
ら
弓
の
持
ち
方
も
や
は
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
同
じ

様
な
積
り
で
毛
の
方
を
上
に
向
け
て
や
っ
て
い
た
。
初
め
暫
く
は
そ
う
い
う
や
う
に

し
て
教
は
っ
た
。
ュ
ン
ケ
ル
先
生
も
気
付
い
て
い
た
か
い
な
か
っ
た
か
、
兎
に
角
そ

の
ま
A

や
っ
て
い
た
。
所
が
暫
ら
く
し
て
か
ら
の
事
、
そ
の
頃
や
は
り

ュ
ン
ケ
ル
先

生
は
横
浜
の
外
人
の
素
人
連
中
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
組
織
し
て
い
ら
っ
し
た
よ
う
で

時
々
そ
ち
ら

へ
お
い
で
に
な
っ
た
。
其
の
方
で
教
わ
っ
て
い
ら
っ
し
た
か
或
る
時

『
セ
ロ
と
い
ふ
も
の
は
、
弓
は
さ
う
持
つ
も
の
で
は
な
い
』
と
云
っ
て
毛
を
下
の
方

へ
向
け
て
や
っ
て
見
せ
て
下
さ
っ
た
。
ど
う
も
そ
の
方
が
エ
合
が
好
か

っ
た
の
で
す

ね
。
初
め
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
同
じ
よ
う
に
や
っ
た
か
ら
一
向
に
力
が
入
ら
な
い
。

そ
ん
な
有
様
で
し
た
」
（
『
敦
育
音
架
』
第
十
三
巻
四
号
、
昭
和
十
年
）
。

ま
た
合
唱
の
時
間
の
思
い
出
を
井
出
茂
太
氏
（
明
治
三
十
六
年
甲
種
師
範
科
卒

業
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
十
二
日
没
）
は
「
一
寸
で
も
音
程
が
ち
が
っ
た
ら
満
座
の

中
で
も
、
何
の
容
赦
も
な
く
ュ
ウ
ア
ロ
ー
ン
と
一
人
づ
つ
立
た
せ
て
何
度
で
も
や
り

直
さ
れ
、
一
っ

／
＼
大
声
で
ド
ナ
リ
ッ
ケ
ら
れ
る
の
で
実
に
怖
い
先
生
で
あ
っ
た
。

が
合
唱
が
よ
く
で
き
た
と
き
は
又
実
に
嬉
し
そ
う
な
お
顔
で
ほ
め
ら
れ
る
の
で
、
怖

し
い
が
又
た
の
し
い
時
間
で
も
あ
っ

た
」
と
な
つ
か
し
ん
で
い
る
（
『同
声
会
会
報
』
ニ

九
一
号
、
昭
和
四
十
年
）
。
合
唱
の
教
科
書
に

「
コ
ー

ル
ユ

ー
ブ
ン
ゲ
ン
」
を
使
い
始
め

た
の
も
ュ
ン
ケ
ル
で
あ
っ
た
。

彼
は
明
治
三
十
二
年
以
来
契
約
を
六
回
更
新
し
、
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
で
雇

教
師
と
し
て
は
契
約
期
限
が
満
期
と
な
っ
た
が
、
十
二
月
ま
で
嘱
託
講
師
と
な
り
、

大
正
元
年
十
二
月
一
日
の
第
二
十
七
回
定
期
演
奏
会
の
指
揮
を
最
後
に
東
京
音
楽
学

校
を
去
っ
た
。
こ
の
間
明
治
三
十
八
年
九
月
、
プ
ロ
シ
ヤ
政
府
（
ド
イ
ツ
）
か
ら

「
プ

ロ
シ
ャ
図
音
楽
デ
ィ
レ
ク
ト
ル
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
、
翌
年
六
月
、
明
治
政
府
よ
り

勲
五
等
旭
日
章
下
賜
、
四
十
四
年
三
月
、
プ
ロ
シ
ヤ
政
府
か
ら
さ
ら
に
「
音
楽
プ
ロ
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フ
ェ
ッ
ソ
ル
」
の
称
号
を
授
け
た
。
四
十
五
年
六
月
、
身
分
取
扱
い
は
勅
任
に
準
ず

る
こ
と
に
な
り
、
解
雇
帰
国
後
、
大
正
―
―
年
二
月
十
三
日
、
勲
三
等
瑞
宝
章
が
下
賜

さ
れ
た
。

東
京
音
楽
学
校
に
お
け
る

ユ
ン
ケ
ル
の
直
弟
子
に
は
声
楽
で
戸
倉
ヤ
マ
、
杉
浦
千

歌
、
柴
田
環
（
三
浦
）
、
安
藤
恒
（
の
ち
の
太
田
）
、
青
木
兒
、
外
山
國
彦
、
山
田
耕

搾
、
原
田
澗
、
大
和
田
愛
羅
、
弦
で
は
多
久
寅
、
川
上
淳
、
大
塚
淳
、
山
田
耕
搾
、

信
時
潔
ら
が
い
る
。
ユ
ン
ケ
ル
は
大
正
二
年
一
月
五
日
東
京
を
発
ち
、
神
戸
に
向
か

い
そ
こ
か
ら
船
に
乗
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
十
一
日
午
前
九
時
、
大
勢
の

弟
子
た
ち
に
見
送
ら
れ
て
新
橋
を
汽
車
で
発
ち
、
横
浜
に
行
き
、
十

一
時
。
フ
リ
ン
ツ

(
1
)
 

ル
ー
ド
ヰ

ッ
ヒ
号
で
帰
独
の
途
に
つ
い
た
。

(
1
)

ユ
ン
ケ
ル
の
帰
国
旅
費
は
契
約
時
に
九
百
円
と
さ
れ
て
い
た
が
、
来
日
後
日
本
人
と
結

婚
し
家
族
が
四
人
と
な
っ
た
た
め
、
契
約
金
で
は
不
足
で
あ
ろ
う
と
校
長
湯
原
元
一
は

一時

手
当
金
と
し
て
五
百
円
を
文
部
省
へ
申
請
し
て
手
渡
し
た
。

大
正
二
年
十
一
月
十
五
日
東
京
市
長
の
命
に
よ
り
日
比
谷
図
書
館
が
作
成
す
る
外

国
人
功
労
者
の
伝
記
に
つ
い
て
、
東
京
音
楽
学
校
は
メ
ー
ソ
ン
、
デ
ィ

ッ
ト
リ
ヒ
と

と
も
に
ユ
ン
ケ
ル
の
資
料
を
提
出
し
た
。

ド
イ
ツ
ヘ
渡
っ
た
ュ
ン
ケ
ル
は
ケ
ル
ン
に
住
み
、
ア
ー
ヘ
ン
音
楽
学
校
教
授
、
ア

ー
ヘ
ン
室
内
交
響
楽
団
指
揮
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
、
ニ

十
二
年
ぶ
り
に
再
来
日
、
十
二
月
十
一
日
東
京
九
段
下
の
軍
人
会
館
で
教
え
子
一
同

に
よ
る
盛
大
な
歓
迎
会
が
催
さ
れ
た
。
以
来
武
蔵
野
音
楽
学
校
で
教
鞭
を
と
る
か
た

わ
ら
松
竹
交
響
管
弦
楽
団
の
指
導
に
当
っ
た
。

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
三
日
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
に
お

い
て
、
日
独
文
化
協
会
と
東
京
音
楽
学
校
同
声
会
共
催
で
「
ア
ウ
グ
ス
ト
・ユ

ン
ケ
ル

先
生
頸
彰
説
賀
会
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
山
田
耕
搾
と
ユ
ン
ケ
ル
教

授
自
身
の
指
揮
の
下
に
演
奏
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
当
日
の
朝
脳
溢
血
で
倒
れ
、

こ
の
日
の
企
画
は
全
部
中
止
さ
れ
た
。
前
日
の
練
習
の
時
非
常
な
喜
び
で
昂
奮
状
態

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
原
因
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

自
宅
で
療
養
し
て
い
た
が
、
翌
十
九
年
一
月
五
日
自
宅
に
お
い
て
七
十
六
歳
で
永
眠

し
た
。

（三） （二） 日

あ
あ
高
き
か
な
君
が
ほ
ま
れ
。

左
記
の
「
ユ
ン
ケ
ル
先
生
を
讃
ふ
歌
」、

武
島
猜
衣
作
の
詩
は
「
A
．
ュ
ン
ケ

ル
先

生
顆
彰
祝
賀
会
」
で

ユ
ン
ケ
ル
に
捧
げ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

魂

ふ。

緑
栄
ゆ
る
上
野
の
森
に
、

が
く

わ
ざ
ね

楽
の
技
練
る
あ
し
た
ゆ
ふ
べ

、

力
溢
れ

し
御
教
知
り
て

枝
の

小
鳥
も
木
蔭
の
風
も
、

声
を
合
せ
て
唱
ふ
が
如
し
。

あ
あ
偉
な
る
か
な
君
が
い
さ
を
。

君
が
指
揮
せ

し
バ
ト
ン

の
ま
に
ま
に
、

大

絃

涼

涼

泉

は

む

せ

び

、

せ
つ
せ
つ

小
絃
切
々
真
玉
は
ま
ろ
ぶ
。

満
堂
の
人
心
は
酔
ひ
て
、

従

ふ

教

へ

子

振

あ

あ

深

き

か

な

君

が

を

し
て。

よ

は

い

功
成
り
名
遂
げ
て
御
齢
た
か
く
、

ち
ぢ干
の
を
し

へ
子
親
と
ぞ
仰
ぐ
。

＋
テ、.'

し
か
も
今
な
ほ
励
み
て
止
ま
ず
、

声
と
絃
と
の
力
に
よ
り
て
、

し
た
し

日
独
ふ
た
つ
の
親
み
む
す
ぶ
。

（
『
同
声
会
会
報
』
二
九

一
号
、
昭
和
四
十
年
）

ュ
ン
ケ
ル
先
生
を
讃
ふ
る
歌武
島
羽
衣
先
生
作
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（
四
）

ュ
ン
ケ
ル
の
家
族
は
夫
人
鎌
田
信
子
と
二
人
の
娘
の
四
人
で
、
東
京
音
楽
学
校
に

迎
え
入
れ
ら
れ
て
か
ら
住
い
を
横
浜
か
ら
東
築
地
の
居
留
地
に
移
し
、
日
本
趣
味
豊

か
な
生
活
を
た
の
し
ん
だ
。
学
校
に
は

い
つ
も
き
ち
ん
と
ハ
イ
カ
ラ
な
洋
服
を
着
こ

な
し
、
い
わ
ゆ
る
男
性
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
称
さ
れ
、
指
揮
法
に
至
っ
て
は
そ

の
ス
タ
イ
ル
が
良
く
、
タ
ク
ト
の
明
快
さ
は
見
る
者
に
非
常
な
美
観
を
与
え
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
大
変
に
社
交
家
で
チ
ャ
目
気
が
あ
っ
て
陽
気
な
性
格
、
華
や

か
で
賑
や
か
な
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た
。
東
京
音
楽
学
校
に
は
外
国
人
教
師
に
対
し

て
天
長
節
や
宮
中
観
桜
の
宴
、
外
務
大
臣
主
催
の
夜
会
な
ど
へ
の
招
待
が
し
ば
し
ば

あ
っ
て
、
ユ
ン
ケ
ル

は
必
ず
積
極
的
に
参
加
し
た
。
社
交
ぎ
ら
い
な
ケ
ー
ベ
ル
博
士

と
は
全
く
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
は
東
京
音
楽
学
校
内
に
お
い
て
も
自

然
大
き
く
影
響
し
、
他
を
圧
す
る
勢
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
。
日
本
の
管
弦
楽
の
父
、

あ
る

い
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
合
唱
も
ュ
ン
ケ
ル
な
く
し
て
わ
が
国
の
音
楽
進
歩
は
な

か
っ
た
と
、
そ
の
業
績
を
賛
え
る
一
方
で
は
き
び
し
い
世
間
の
批
判
も
多
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
第
二
章
第
十
一
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー

N
o
e
l
P
e
r
i
 (
一
八
六
五

l
一
九
二
二
）

明
治
三
十
二
年
！
三
十
七
年
(
-
八
九
九

l
一
九

0
四）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
オ
ル
ガ
ン
、
和
声
、
作
曲

履
歴
（
要
約
）

一
八
六
五
年
八
月
二
十
三
日
、
フ
ラ
ン
ス
、
ヨ
ン
ヌ
県
ク
ル
ー
ヂ
・
ル

・
シ
ャ
テ
ル
村

に
生
れ
る
。

一
八
八
一
年
七
月
リ
ヨ
ン
大
学
入
学
、
文
学
を
専
攻
。

一
八
八
一
―
一
年
十
月
リ
ヨ
ン
大
学
卒
業
、
十
月
、
パ
リ
の
外
国
宣
教
会
付
属
神
学
校
に
入

I
s
s
y
 

学
、
さ
ら
に
十
二
月
セ
ー
ヌ
県
イ
ッ
シ
の
私
立
哲
学
院
に
入
学
、
こ
の
間
音
楽
理
論

も
研
究
す
る
。

一
八
八
五
年
七
月
哲
学
院
卒
業。

一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
年
）
六
月
外
国
宣
教
会
付
属
神
学
校
卒
業
、
十
一
月
宣
教

師
と
し
て
来
日
、
名
古
屋
市
お
よ
び
長
野
県
松
本
市
に
お
い
て
司
祭
を
つ
と
め
る
か

（
五
）

ア
ン
ナ
・
ラ
ー
ル

A
n
n
a
L
a
e
h
r
 (
一
八
四
八
！
？
）

た
わ
ら
語
学
の
教
師
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
よ
り
住
い
を
東
京

の
麹
町
区
飯
田
町
に
移
し
暁
星
学
校
の
音
楽
教
師
と
な
り
、
ま
た
一
方
、
日
本
文
の

雑
誌
『
天
地
人
』
を
創
刊
し
、
仏
文
書
店

「
三
オ
社
」
を
創
立
し
た
。
明
治
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）
十
一
月
三
十
日
、
東
京
音
楽
学
校
に
招
聘
さ
れ
て
オ
ル
ガ
ン
、
和
声
、

作
曲
の
授
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
の
一
年
は
年
報
二
百
円
で
あ
っ
た
が
翌

年
は
五
百
円
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
は
千
二
百
円
支
払
わ
れ
て
い
る
。
三
十
五

年
本
郷
之
町
一
の
三
四
に
転
居
、
三
十
七
年
に
本
務
上
の
都
合
で
辞
職
し
た
。
東
京

音
楽
学
校
在
職
中
、
彼
の
指
揮
の
も
と
に
グ
ル
ッ
ク
の
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
が
上
演

さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
（
「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」
の
項
参
照
）
。
明
治
四
十
年
（
一

九
0
七
）
当
時
の
仏
領
印
度
支
那
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
）
の
ハ
ノ
イ
に
行
き
東
洋
学
院
研

究
員
と
な
っ
た
。
同
時
に
印
度
支
那
大
学
の
仏
文
学
講
座
お
よ
び
東
洋
学
院
の
日
本

語
教
授
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
一
九
二
二
年
六
月
十
九
日
、
ハ
ノ
イ
に
お
い
て

交
通
事
故
に
あ
い
、
六
日
後
の
二
十
五
日
に
死
亡
し
た
。
ペ
リ
ー
は
日
本
滞
在
中
日

本
音
楽
の
研
究
を
専
門
的
に
行
い
、
こ
と
に
能
楽
に
関
し
て
は
多
く
の
著
作
を
残
し

た
。
主
な
も
の
は
『
能
入
門
』
（
仏
文
、
『
東
洋
學
院
學
報
』
九
号
、
一九
0
九
）
、
代
表
能

十
曲
の
解
釈
研
究
（
『
東
洋
學
院
學
報
』
十
一
号
ー
ニ
十
号
、
一
九
―

-
i
一九
二
O
)、
狂
言

十
一
曲
の
仏
訳

(
L
a
re
v
u
e
 Ja
p
a
n
 et 
E
x
t
r
e
m
e
,
O
r
i
e
n
t
,
 
1
9
2
4
 no. 4
-
9
)

、
『
枕
草

子
』
お
よ
び
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
仏
訳
草
稿
「
日
本
音
律
論
」
（
『
パ
リ

・
ギ
メ

ー
博
物
館
音
楽
叢
書
』
第
二
巻
、
一
九
三
四
）
な
ど
。
ほ
か
に
仏
教
、
哲
学
、
日
本
語
問

題
、
東
洋
学
な
ど
に
わ
た
っ
て
多
数
の
論
文
が
あ
る
。
ま
た
東
京
音
楽
学
校
に
お
け

〔
マ
マ
〕

る
楽
式
の
講
義
録
『
楽
式
一
班
』
と
い
う
草
稿
が
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
三
年

i
三
十
八
年
(
-
九

00"--'
一
九

0
五）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
ピ
ア
ノ

履
歴
（
要
約
）

一
八
四
八
年
三
月
十
九
日
、
ド
イ
ツ
、
ブ
ラ
ン
ス
ウ
ィ
ッ
ク
に
生
れ
る
。
父
か
ら
ピ
ア
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